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⑫
　
夜
間
に
お
け
る
歩
行
者
な
ど
の
防

犯
上
、
お
よ
び
歩
行
の
安
全
確
保
を
一

層
進
め
る
た
め
、
主
要
幹
線
な
ど
の
街

灯
の
照
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
。

⑬
　
住
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、

治
安
対
策
と
し
て
、
現
在
の
交
番
に
代

わ
り
、
加
古
川
警
察
署
の
分
署
的
機
能

を
有
す
る
も
の
の
設
置
に
努
力
し
て
い

く
こ
と
。

⑭
　
平
成
十
四
年
度
に
、
開
園
予
定
の

石
ケ
池
公
園
セ
ン
タ
ー
棟
内
に
防
災
資

機
材
を
備
え
る
と
と
も
に
、
町
内
の
各

避
難
地
に
表
示
板
を
設
置
し
、
災
害
時

に
対
応
で
き
る
整
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
。

①
　
衰
退
化
が
進
む

農
業
お
よ
び
漁
業
の

有
効
な
対
策
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く

と
と
も
に
、
本
年
度
、

漁
業
経
営
の
安
定
的

発
展
と
水
産
物
の
供

給
の
増
大
の
た
め
、

並
型
魚
礁
を
設
置
す

る
こ
と
。

②
　
商
工
業
活
性
化

の
一
つ
と
し
て
、
将

来
の
情
報
化
を
展
望

し
て
商
工
業
者
が
一

層
の
事
務
の
合
理
化

な
ど
を
推
進
す
る
た

め
、
引
き
続
き
Ｉ
Ｔ

講
習
会
の
実
施
、
事
業
な
ど
へ
の

支
援
を
行
う
こ
と
。

③
　
「
環
境
基
本
計
画
」
の
着
実

な
推
進
を
図
る
こ
と
。

④
　
自
然
環
境
の
保
全
と
創
出
を

図
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
率

先
実
行
計
画
の
全
体
フ
レ
ー
ム
の

検
討
、
環
境
負
荷
の
現
状
把
握
、

削
減
目
標
の
設
定
を
行
い
、
環
境

保
全
事
業
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い

く
こ
と
。

⑤
　
循
環
型
社
会
の
形
成
の
た
め
引
き

続
き
住
民
の
協
力
を
得
て
、
ご
み
の
分

別
と
適
正
処
理
を
よ
り
一
層
進
め
る
こ

と
。

⑥
　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、

環
境
意
識
を
高
め
、
自
然
環
境
に
配
慮

し
つ
つ
、
産
業
活
動
と
調
和
の
と
れ
た

望
ま
し
い
都
市
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

①
　
本
年
四
月
に
町
制
施
行
四
十
周
年

を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
節
目
の
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
契
機
に
町
政

の
飛
躍
発
展
に
つ
な
が
る
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
。

②
　
「
播
磨
ふ
れ
あ
い
の
家
」
を
拠
点

と
し
、
播
磨
町
住
民
と
朝
来
町
住
民
と

の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
。
併
せ
て
、
施
設
運
営
の
改

善
に
努
め
る
こ
と
。

③
　
友
好
都
市
や
姉
妹
都
市
と
の
交
流

を
深
め
、
国
際
相
互
理
解
を
進
め
、
町

の
国
際
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
。

④
　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
、

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
年
度
も
自
治
会
別

行
政
懇
談
会
や
播
磨
わ
く
わ
く
講
座
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
。

⑤
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
に
よ
り
ふ

る
さ
と
再
発
見
活
動
を
推
進
し
、
愛
着

と
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
。

⑥
　
厳
し
い
社
会
状
況
を
踏
ま
え
、
第

三
次
行
政
改
革
大
綱
に
添
っ
て
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
、
簡
素

で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
図
っ
て
い

く
こ
と
。

⑦
　
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
的
確
に

対
処
す
る
た
め
に
、
事
業
効
果
や
緊
急

性
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
。

⑧
　
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
の
確
保
は

重
要
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
税
負
担

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
滞
納
整
理
事

務
の
強
化
は
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
滞
納
整
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

よ
り
一
層
滞
納
処
分
・
整
理
を
進
め
て

い
く
こ
と
。

平
成
十
四
年
度
予
算
総
額
は
、
二
百

二
十
億
七
千
七
百
九
十
七
万
九
千
円
で

対
前
年
度
比
2.3
㌫
増
、
一
般
会
計
で
は

百
二
十
億
四
千
二
百
九
十
八
万
八
千
円

で
、
対
前
年
度
比
3.4
㌫
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
特
別
会
計
で
は
八
十
五
億
九

千
二
百
九
十
六
万
七
千
円
で
、
対
前
年

度
比
１
㌫
の
増
、
企
業
会
計
で
は
十
四

億
四
千
二
百
二
万
四
千
円
で
、
対
前
年

度
比
１
㌫
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
面
は
、
自
主
財
源
の
柱
で
あ
り

ま
す
町
税
が
、
対
前
年
度
比
4.2
㌫
減
、

地
方
交
付
税
は
対
前
年
度
比
4.6
㌫
減
と

な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
か
ね
て
懸
案

で
あ
り
ま
し
た
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
及
び
関
連

施
設
の
整
備
や
石
ヶ
池
公
園
・
（
仮
称
）

で
あ
い
公
園
の
整
備
の
ほ
か
、
公
共
下

水
道
事
業
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、

国
・
県
の
補
助
及
び
地
方
交
付
税
措
置

の
あ
る
優
位
な
地
方
債
制
度
の
活
用
を

図
っ
て
も
、
な
お
財
源
不
足
が
生
じ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
を
充
足
す
る
た
め
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
約
十
四
億
七
千
万
円
、
公
共

施
設
整
備
基
金
か
ら
約
十
一
億
二
千
万

円
な
ど
、
基
金
か
ら
約
二
十
六
億
六
千

万
円
の
繰
り
入
れ
を
予
定
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
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①
　
ま
ち
の
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
懸
案
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
自
由
通

路
及
び
橋
上
駅
の
本
年
度
着
工
、
早
期

完
成
を
目
指
す
こ
と
。

②
　
都
市
計
画
道
路
土
山
新
島
線
及
び

同
駅
前
広
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
土
山
駅
自
由
通
路
及
び
橋
上
駅
と
同

時
供
用
に
努
め
て
い
く
こ
と
。

③
　
住
宅
地
域
の
中
に
あ
り
、
ま
た
Ｊ

Ｒ
土
山
駅
前
の
重
要
な
位
置
に
あ
る
日

本
テ
ル
ペ
ン
化
学
株
式
会
社
土
山
工
場

が
経
営
者
の
ご
好
意
も
あ
っ
て
移
転
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

跡
地
は
町
に
譲
っ
て
い
た
だ
く
運
び
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
協
議
中
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
の
玄
関
と
し
て

大
い
に
発
展
が
期
待
で
き
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
今
後
、
住
民
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
、
そ
の
整
備
に
つ
い
て
集
約
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
私
の
考
え
の
概
要

は
、
次
の
通
り
で
す
。

そ
の
一
つ
は
、
本
町
の
大
き
な
資
源

で
あ
り
ま
す
大
中
遺
跡
や
、
海
岸
部
を

結
ぶ
要
所
と
し
て
の
整
備
を
す
る
こ
と
。

そ
の
二
つ
と
し
て
、
駅
利
用
者
の
便

宜
を
図
る
こ
と
と
併
せ
、
産
業
の
振
興

策
と
し
て
の
整
備
す
る
こ
と
。

そ
の
三
つ
と
し
て
、
情
報
化
の
時
代

に
即
応
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
す

る
こ
と
。

そ
の
四
つ
と
し
て
、
整
備
に
当
た
っ

て
で
き
る
限
り
環
境
お
よ
び
経
営
的
側

面
に
も
配
慮
す
る
こ
と
。

④
　
山
陽
電
鉄
播
磨
町
駅
北
地
区
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
関
連
す
る

道
路
の
早
期
完
成
を
目
指
す
こ
と
。

⑤
　
優
良
建
築
物
等
整
備
事
業
で
建
設

中
の
ビ
ル
内
の
二
階
に
メ
デ
ィ
カ
ル
フ

ロ
ア
ー
を
取
得
し
、
ビ
ル
の
完
成
と
同

時
に
医
療
機
関
の
開
業
が
可
能
と
な
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

⑥
　
古
宮
北
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
仮
同
意
の
状
況
を
精
査
し
な

が
ら
早
期
の
組
合
設
立
を
目
指
し
、
権

利
者
の
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
。

⑦
　
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
認
可
区
域
に
お
け
る
汚
水
管
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
水
質
保
全
、

環
境
改
善
な
ら
び
に
経
営
健
全
化
の
た

め
、
一
層
の
水
洗
化
普
及
に
努
め
る
こ

と
。

⑧
　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
二

回
変
更
認
可
に
よ
る
水
源
確
保
及
び
施

設
が
一
応
の
完
成
を
見
て
い
ま
す
が
、

近
年
の
景
気
低
迷
な
ど
に
よ
り
給
水
需

要
は
、
多
く
を
望
め
な
い
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
収
益
的
収
支
に
お
い
て
、

収
入
不
足
が
生
じ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
一
層
の
経
費
節
減
に
努
め
る
と

と
も
に
、
料
金
の
見
直
し
の
検
討
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
現
時
点
で
は
、

繰
越
利
益
剰
余
金
等
を
補
填て

ん

し
、
利
用

者
の
負
担
増
は
で
き
る
限
り
抑
制
し
て

い
く
こ
と
。

⑨
　
公
園
新
設
事
業
に
つ
い
て
、
石
ヶ

池
公
園
は
植
栽
な
ど
の
残
工
事
完
了
後
、

年
度
内
に
開
園
す
る
こ
と
。（
仮
称
）
野

添
で
あ
い
公
園
は
、
緑
化
重
点
地
区
総

合
整
備
事
業
を
も
っ
て
平
成
十
五
年
度

完
成
を
目
指
し
、
本
年
度
よ
り
工
事
に

着
手
す
る
こ
と
。

そ
の
他
、
公
園
・
緑
地
の
有
効
な
活

用
を
図
る
た
め
、
住
民
参
加
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
案
い
た
だ
い
た
向

ケ
池
公
園
再
整
備
に
つ
い
て
実
施
に
向

け
た
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

⑩
　
河
川
整
備
に
つ
い
て
、
喜
瀬
川
で

は
河
川
改
修
に
併
せ
た
懸
案
の
住
吉
橋

の
架
け
替
え
が
本
年
度
に
完
成
す
る
こ

と
か
ら
、
橋
梁

り
ょ
う
前
後
の
整
備
を
実
施
す

る
こ
と
。

ま
た
、
平
成
十
三
年
度
よ
り
県
が
着

手
し
て
お
り
ま
す
Ｊ
Ｒ
橋
梁

り
ょ
う
の
架
け
替

え
工
事
が
本
格
化
し
て
き
ま
す
が
、
こ

の
工
事
の
関
係
で
、
本
町
域
全
体
の
完

成
に
つ
い
て
は
数
年
後
の
見
込
み
と
な

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
に

つ
い
て
も
早
期
の
完
成
を
図
る
こ
と
。

水
田
川
に
つ
い
て
は
、
浜
幹
線
ま
で

の
現
在
の
工
事
区
間
は
本
年
度
に
完
成

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
平
成
十
五
年
度
か
ら
上
流
部
に
着

手
さ
れ
る
よ
う
、
兵
庫
県
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
昨
年
度
に
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
よ
り
策
定
し
た
水
田
川
環
境
整

備
計
画
の
事
業
化
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
。

⑪
　
ま
ち
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
の

「
た
め
池
」
の
水
質
浄
化
に
つ
い
て
検
討

し
、
周
辺
住
民
に
親
し
ま
れ
る
憩
い
の

水
辺
と
し
て
改
善
す
る
こ
と
。
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平成14年度施政方針

安
全
で
さ
わ
や
か
な

都
市
環
境
の
ま
ち

▲町の玄関口として整備されるJR土山駅周辺

▲より安全な「水」を目指して

▲本年度全面オープン予定の石ヶ池公園

快
適
な
生
活
環
境
と
産
業
が

調
和
す
る
活
力
あ
る
ま
ち

▲特産品であるのりを製造（のり流通センター）

交
流
を
進
め
み
ん
な
で

協
働
し
て
創
る
ま
ち

▲楽しく国際交流

予
算
と
そ
の
財
源


